
具体的な市民参加手法について

2006.10.28　第５回全体会
山下　淳
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•前回の角松先生のお話を受けて，
市民参画のための具体的な手法・方法のいくつかについて，
もうちょっと詳しくお話しをする

•市民意見提出手続
•審議会等
•意見交換会等
•市民政策提案手続
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市民参加条例の概観図
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目的や理念

市民（公益）活動の推進

推進のための仕組み

具体的な参加手法

市民主導型

行政主導型

総論的なもの

いくつかの定義

関係者の責務

目　的

基本理念

基本原則

市の責務

市民の責務

参加の対象

市民とは？

市民参加とは？

マッチング・ルール

市民意見提案手続

審議会等

意見交換会等

意向調査など

市民政策提案手続

住民投票

市民参加推進計画

推進・評価機関

報告と公表

窓口の整備

市民活動の支援

コミュニティの支援

協働事業

場の提供

市民参画条例の概観図

情報の共有

意見や提案ができる

行政から応答と説明を受ける

誰でも参加できる機会の保障する

参加しやすい環境をつくる

行政評価の
仕組み

情報公開の
仕組み



説明会

■すでに「決まったこと」を，行政が市民に説明する集まり
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市民意見提出手続

• いわゆるパブリックコメント
手続のこと

•４つの段階
①行政が案を公表する

②市民が意見を提出する

③行政が，意見を考慮する

④提出された意見につい
て，行政の考え方を公表す
る
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政令 憲法および法律の規定を実施するために、内閣が制定する命令

省令 それぞれの府省の大臣が、主任の行政事務について制定する命令

告示 国の行政機関がその決定した事項などを、広く一般に知らせるためのもの
（このうち処分の要件を定めるものの案に対して、意見を提出できます）

審査基準 申請に対して許可などをすべきかどうかなどを判断するための具体的な基準

処分基準 許可や免許の取消などの不利益処分をすべきかどうかなどを判断するための具体的な基準

行政指導指針 複数の人に対して行おうとする行政指導に共通する事項

以下のものの案に対して意見を提出できます。［ただし、一部例外があります。くわしくは、行政手続法をご覧ください。］

▲
▲
▲

▲

▲

案の作成

案の公示・意見募集

意見を考慮

政令などの策定

結果の公示

政令などの案や関連資料をインターネッ
トにより公示し、原則30日間以上にわ
たり広く意見を募集します。

政令などを定めるのと同時期に、提出意
見やそれを考慮した結果などをインター
ネットにより公示します。

国民
国の行政機関

意見の提出

▲
▲

どんなものに意見を提出できるの？

意見公募手続の流れ

どうやって意見を提出するの？

①まずは「電子政府の総合窓口」（e-Gov=イーガブ）をのぞいてみよう！

インターネットで「電子政府の
総合窓口」（e-Gov）のサイトを
開いてみて下さい。トップペ
ージに「パブリックコメント」
のコーナーがあります。

②公募中の案件がズラリ！

「パブリックコメント」のコ
ーナーにある「意見募集中
の案件一覧」をクリックす
ると、公募中の案件が表
示されます。これらは、
公示日、意見・情報受付締
切日、問い合わせ先で並
べかえることができます。

③案件の詳細を見よう！

見たい案件をクリック
すると、その案件の詳
細が表示されます。こ
こでは、意見の提出方
法や提出先などを見る
ことができます。

⑤結果を確認しよう！

e-Govのトップページに
ある「意見募集の結果
一覧」から、各案件への
提出意見やそれを考慮
した結果などを確認す
ることができます。

④意見を提出しよう！
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意見提出手続の特徴

■意義
■政策の案について，行政から，情報が公開（提供）される
■政策の案の段階で，意見を言うことができる
• 賛否を問うわけではない． たとえ１件の意見でも，考慮すべきものは
考慮する

■意見に対して，行政からの応答がある
■市民からの意見と行政からの応答が，公表される
• 市民からの意見がどう取り扱われたかは，「社会的に」チェックされる

• 意見を提出しなかった市民も，状況を知ることができる
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意見提出手続の特徴

■意見提出手続は，使いやすい手続だ
■どのような案件（政策・計画）であっても，使える
■だから，最低限の市民参画手続だ，ともいえる

■西宮市でも，「実施要綱」に基づいて，実施されている
が・・・
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検討すべき論点

■意見提出手続の対象は？
■ 西宮市・実施要綱第3条「まちづくりについての基本的な方針等を定める
計画等の策定又は重要な改定」

■ 例外とする案件は？
■ 緊急等のため，意見提出手続をとらなかった場合の対応は？

■実施を義務づける「行政」の範囲は？
■ 公社，三セクは？
■ 議会は？

■実施前の周知や情報提供が適切か？
■意見の受付等が適切か？
■提出された意見の取扱い，行政の対応等が適切か？
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検討すべき論点

■市民意見提出手続が適切に行われているかをチェックする仕
組みは？
■ 西宮市・実施要綱第8条

（運用委員会）

 意見提出手続の適正な運用を図るため、西宮市市民意見提出手続運用委員会（以下「運用委員会」
という。）を置く。

 ２ 運用委員会は、意見提出手続を監理するとともに、実施に関して必要な助言及び指導を行
う。
 ３ 運用委員会は、常任委員及び臨時委員をもって構成する。
 ４ 運用委員会の常任委員は、総合企画局長、総務局長、企画総括室長、市長室長及び総務総
括室長をもって充てる。
 ５ 運用委員会の臨時委員は、意見提出手続を実施している案件を所管する局長及び部長を 
もって充て、当該所管案件を所掌する。 
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意見提出手続の限界

■提出された意見が適切に反映されているか，チェックしきれ
ていない

■行政側の原案からはじまる（行政側のイニシアティブ）
■ 市民から意見を求めるための政策の案は，すでに作成されている

■意見提出手続が，負担加重になっている？
■ 市民からの意見が多いこと，意見を反映させることが望ましいとは，必ず
しもいえない

■意見提出手続の，もうひとつ手前の段階での市民参画が必要
■原案が作成される段階に，市民参画が必要だ
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審議会等
■重要な政策は，審議会や懇談会等で検討されることが多い
■審議会等とは？
■ そもそも，どういう審議会などがあるのだろう．
■ どういう根拠に基づいて，設置されているのだろう．
■ どういうことを議論しているのだろう．
■ どういう委員構成になっているのだろう．

■審議会等で，どのような議論がなされているのかを，知る
■会議録など，会議の内容や会議の資料を，公表する
■会議それ自体を，公開で行う（市民が傍聴できる）

■西宮市でも，「指針」に基づいて，実施されているが・・・
11



検討すべき論点

■会議の運営が適切に行われているか？
■ 会議録や会議資料など，会議の内容が，公表されているか？
■ 会議それ自体を，公開で行う（市民が傍聴できる）
• 開催時間，場所などを，あらかじめ公表している？

• 開催時間，場所など，傍聴しやすい環境か？

■ 公開・非公開の基準は？
■ 審議会によって，運営に違いはないか？
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検討すべき論点

■政策を論議する審議会等に，市民が一緒に入る
■委員を市民からひろく公募する
• その割合は？

• 公募の選考方法や選考過程の公正さ・透明さは？

■そもそも，委員の構成などが適切か？
■男女比，年齢比など
■関係団体の代表など
■兼任・再任は？
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検討すべき論点

■審議会等の運営全般が，市民参画の観点からみて，適切かど
うか，誰がチェックしているのか？
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意見交換会など

■検討中の案件について，市民と意見交換をする機会が必要だ
■「公聴会」「説明会」「ワークショップ」「フォーラム」
「シンポジウム」など

■検討すべき論点
■実施前の周知や情報提供は適切か？
■市民が参加しやすい環境で行われているのか？
■開催の記録，そこでの意見交換の内容，その後の行政の取
扱いなどを，記録し，公表しているか？
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政策提案手続

■行政から投げかけるのではなく，市民の側から，政策や事業
等を提案する仕組みが，必要ではないか．

■手続のポイント
■ 市民が，提案するために満たさなければいけない条件は？
■ 提案した結果の取扱いは？
• 提案の是非が，公正・透明に，判断されているか？

• 提案の結果や過程が，公表されているか？

■市民参画の手法を提案する
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宗像市の政策提案手続

17

（3） 平成17年12月15日 No.66むなかたタウンプレス

　

来
年
１
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
宗
像
市
市
民
参
画
、
協
働
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に
関
す
る
条
例

（
以
下
「
市
民
参
画
条
例
」）
の
内
容
を
説
明
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
10
月
15
日
号
か
ら
３
回
目
。
今
回
は
、「
ま
ち

づ
く
り
へ
の
政
策
提
案
の
方
法
」
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

経
営
企
画
課　

☎
（
36
）
１
１
９
２

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案 

「
市
民
参
画
条
例
」の
概
要
説
明
パ
ー
ト
③

市民政策提案手続の流れ

代表者が申請書を市に提出

市が対象事項に該当するかどうか、申請書の内容を審査

代表者が署名の収集、５００人以上で選挙管理委員会へ提出

選挙管理委員会が署名簿を審査

該当する 該当しない＆不満

政策提案市民検討会の開催を希望

市が政策提案検討会を開催
（代表者などの意見発表、
提案者以外の市民の意見発表）

政策提案市民検討会の開催を
希望しない

市が提案された政策を検討 市が提案された政策を検討

市が実施することを決定

市が代表者へ結果を通知（実施しない場合はその理由も）、公表

議会で否決

市が実施しないことを決定

予算措置、議会の議決など

議会で可決

実施

終了

該当する 該当しない

終了

諮問

答申

諮問

答申

代表者が市に不服申し立て

市が不服申し立ての審査

市

民

参

画

等

推

進

審

議

会

　

前
回
は
、
市
民
参
画
条
例
で
定

め
た
対
象
事
項
に
該
当
し
た
場

合
、
行
政
は
審
議
会
を
設
置
し
た

り
、
市
民
意
見
提
出
手
続
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）
を
実
施
す

る
な
ど
の
一
定
の
手
続
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
い
わ
ば
行
政
が

主
体
と
な
っ
て
行
う
も
の
で
し

た
。

　

今
回
は
、市
民
の
み
な
さ
ん
が
、

市
民
参
画
条
例
に
基
づ
い
て
主
体

と
な
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
２

つ
の
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
。

「
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
市

民
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
行
動
し

て
い
こ
う
！
」
と
い
う
宣
言
が
市

民
参
画
条
例
の
前
文
で
も
う
た
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
参

画
条
例
で
は
、
市
民
が
考
え
、
行

動
し
た
も
の
が
、
ま
ち
づ
く
り
の

か
た
ち
と
な
っ
て
実
現
で
き
る
制

度
と
し
て「
市
民
政
策
提
案
手
続
」

を
設
け
ま
し
た
。

●
対
象
と
な
る
事
項

①
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
計
画

な
ど
の
策
定
や
変
更

②
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
条
例

の
制
定
や
改
廃

③
市
民
な
ど
に
義
務
を
課
し
、
権

利
を
制
限
す
る
条
例
の
制
定
や

改
廃
（
た
だ
し
、
使
用
料
、
手

数
料
な
ど
は
除
く
が
、
法
定
外

の
新
税
を
起
こ
す
と
き
は
含

む
）

④
広
く
市
民
な
ど
に
適
用
さ
れ
、

市
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
制
度
の
導
入
や
改
廃

⑤
市
民
な
ど
の
公
共
の
用
に
供
さ

れ
る
大
規
模
な
施
設
の
設
置
に

係
る
基
本
計
画
な
ど
の
策
定
や

変
更

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
永
住
外
国

人
を
含
む
18
歳
以
上
の
５
０
０
人

以
上
の
市
民
の
署
名
で
、
具
体
的

な
政
策
を
行
政
に
提
案
し
、
実
現

を
目
指
し
て
い
こ
う
と
す
る
制
度

で
す
。

　

手
続
は
「
左
図
」
の
と
お
り

で
、
決
定
を
行
政
だ
け
で
行
う
の

で
は
な
く
、
提
案
さ
れ
た
政
策
を

市
民
の
間
で
も
き
ち
ん
と
議
論
で

き
る
よ
う
に
、
賛
成
・
反
対
を
含

め
幅
広
く
市
民
同
士
で
検
討
が
で

き
る
、
市
民
政
策
提
案
市
民
検
討

会
を
開
催
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
市
民
の
意
見
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
行
政
は
提
案
さ
れ

た
政
策
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
を

決
定
し
、
議
会
の
議
決
が
必
要
で

あ
る
場
合
は
議
会
に
提
案
し
、
議

決
を
経
て
、
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。　

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

で
き
る
限
り
早
い
段
階
か
ら
情

報
を
共
有
し
、
み
な
さ
ん
の
意
見

が
き
ち
ん
と
市
政
に
反
映
で
き
る

よ
う
に
、
市
民
と
行
政
が
一
緒
に

議
論
を
し
な
が
ら
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
十
分
な
議
論
を

し
て
も
、
市
民
の
合
意
形
成
が
で

き
ず
意
見
が
大
き
く
分
か
れ
、
市

民
の
意
思
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を

確
認
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
が

出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

考
え
、
行
動
す
る

市
民
の
思
い
を

か
た
ち
に
！

①政策提案

●
協
働
の
原
則

　

市
民
と
行
政
が
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
上
で
、
企
画
立
案
、
実
施
、
評
価
そ
れ
ぞ
れ
の
過

程
で
協
働
を
推
進
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
、
市
民
参

画
条
例
で
は
次
の
よ
う
に
原
則
を
定
め
、
協
働
の
効

果
が
高
ま
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

①
情
報
を
共
有
し
、
透
明
性
の
確
保
を
図
る
こ
と

②
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と

③
対
等
の
立
場
に
立
ち
、
互
い
に
理
解
し
な
が
ら
、

目
的
を
共
有
す
る
こ
と

④
互
い
の
自
主
性
及
び
特
性
を
尊
重
し
合
う
こ
と

⑤
そ
れ
ぞ
れ
が
自
覚
と
責
任
を
持
ち
な
が
ら
、
協
力

し
、
連
携
す
る
こ
と

●
協
働
の
公
開
性
と
透
明
性

　

行
政
が
行
っ
て
い
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
協
働

に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
委
託
し
た
と
き

（
以
下
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
協
働
」）
は
、
行
政
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
委
託
料
が
支
払
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
協
働
が
増
え
て

い
く
と
、
委
託
料
は
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
今
回
、
市
民
参
画
条
例
で
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
協
働
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
は
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
、
事
業
終
了
後
に

は
報
告
書
を
提
出
し
、
行
政
は
そ
れ
ら
の
書
類
を

公
開
す
る
登
録
制
度
を
設
け
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
協
働
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
、
市
民
の
目
に
明
ら
か
に
な
り
、
公
開
性
・
透

明
性
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の

伝
家
の
宝
刀

②住民投票

市
民
と
行
政
が
一
緒
に

ま
ち
づ
く
り

協　働

　

市
民
参
画
条
例
施
行
後
初
の
「
宗
像
市
市
民

参
画
等
推
進
審
議
会
」
の
市
民
公
募
委
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

抽
選
で
３
人

●
委
嘱
期
間　

原
則
と
し
て
平
成
18
年
１
月
か

ら
２
年
間

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
か
、

市
内
に
通
勤
・
通
学
す
る
人

●
応
募
方
法　

１
月
10
日
（
火
）
必
着
で
、
①

住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
「
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
と
市
民
参
画
条
例
」
に

つ
い
て
の
４
０
０
字
程
度
の
作
文
を
明
記

し
、
経
営
企
画
課
企
画
係
「
宗
像
市
市
民
参

画
等
推
進
審
議
会
委
員
申
込
み
」
へ
、
封
書

（
〒
８
１
１
・
３
４
９
２
／
住
所
不
要
）
か
、

メ

ー

ル
（kikaku@city.munakata.

fukuoka.jp

）
で
申
し
込
む

宗
像
市
市
民
参
画
等

　

推
進
審
議
会
委
員
募
集

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
市
民
の

意
見
を
よ
り
的
確
に
把
握
し
、

市
政
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
時
に
、「
住
民
投
票
」
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
わ
ば
、
住
民
投
票
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
伝
家
の
宝
刀
と
し
て
、

市
民
参
画
の
充
実
を
行
っ
て
も
な

お
、
市
民
の
合
意
形
成
が
図
れ
な

い
と
き
の
、
最
終
的
な
市
民
の
意

思
の
確
認
手
段
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。

●
住
民
投
票
を
行
う
場
合

①
永
住
外
国
人
を
含
む
18
歳
以
上

の
市
民
３
分
の
１
以
上
の
署
名

が
あ
っ
た
と
き

②
議
員
12
分
の
１
以
上
の
提
案

で
、
出
席
議
員
の
過
半
数
の
賛

成
が
あ
っ
た
と
き

③
市
長
自
ら
発
議
を
行
っ
た
と
き

の
３
と
お
り
で
す
。

　

請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
市
長

は
議
会
に
住
民
投
票
を
行
う
条
例

案
を
提
案
し
、
可
決
さ
れ
た
と
き

は
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
投
票
が
行
わ
れ
る

場
合
は
、
先
述
の
よ
う
に
市
民
意

見
が
大
き
く
分
か
れ
、
市
政
が
混

乱
し
て
い
る
場
合
な
ど
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
民
投
票

の
投
票
率
が
過
半
数
に
満
た
な
い

場
合
は
、
市
民
の
意
思
が
十
分
に

反
映
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
、

開
票
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
市
民
・
議
会
・
市
長

そ
れ
ぞ
れ
に
市
民
参
画
条
例
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
た
住
民
投
票
の
結

果
を
尊
重
す
る
よ
う
に
義
務
付
け

て
い
ま
す
。

●
市
民
が
積
極
的
に
協
働
提
案

　

本
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
意
識
は
強
く
、
従
来
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
政
が
行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
も
時
代

や
状
況
な
ど
の
変
化
で
、
必
ず
し
も
行
政
が
行
う

必
要
が
な
く
な
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
が
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
こ
と
が
、
市
民
の
満
足
度

を
向
上
さ
せ
た
り
、
効
果
が
高
く
な
っ
た
り
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
行
政

に
代
わ
っ
て
自
ら
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
積
極
的
に
関
わ
る
提
案
を
行
政
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
協
働
事
業
の
提
案
制
度
を
設
け
ま
す
。

●
永
住
外
国
人
の
人
は
事
前
登
録
を

　

市
民
参
画
条
例
に
基
づ
く
市
民
政
策
提
案
手
続
と
住
民
投
票
は
、
一
定

の
条
件
を
満
た
し
た
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
永
住
外
国
人
の
人
も
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
登
録
の
申

請
が
必
要
で
す
。
登
録
の
申
請
方
法
な
ど
は
、
郵
送
で
案
内
し
ま
す
。

行政・市民参画
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第3節　市民が請求する市民参画
(市民政策提案手続)
第15条　第3条に規定する基本理念に基づいて自ら考え、行動することにより、市民が主体となるまちづくりを推進するため、第25条第1項に規定する投票資格者で、規則で定めるところにより調製する投票資格者名簿
に登録されているもの(以下この節において「提案資格者」という。)は、その500人以上の連署をもって、その代表者から、実施機関に対し、市が処理する事務であって対象事項に係る政策の提案(以下「市民政策提案手
続」という。)を行うことができる。
(政策の提案等)
第16条　市民政策提案手続をしようとする代表者(以下この節において「代表者」という。)は、市民政策提案手続のための署名を求める前に次に掲げる事項を記載した書面を実施機関に提出しなければならない。
(1)　代表者に関すること。
(2)　提案しようとする政策の目的及び内容
2　実施機関は、前項の申請があったときは、市民政策提案手続の適正な運用を図るため、代表者が提案資格者であり、かつ、同項第2号の内容が対象事項に該当するかどうかを判断し、決定する。
3　実施機関は、前項の規定による決定の結果を代表者に通知する。
4　実施機関は、第2項の規定による決定の結果、代表者が提案資格者であり、かつ、第1項第2号の内容が対象事項に該当するとしたときは、決定した日の翌日から起算して7日以内に提案しようとする政策の内容を告示
しなければならない。
5　第2項の規定による決定の結果に対して不服があるときは、行政不服審査法(昭和37年法律第160号)の規定に基づき、実施機関に対し、不服申立てをすることができる。
6　実施機関は、前項の規定による不服申立てがあったときは、当該不服申立てについて第45条に規定する宗像市市民参画等推進審議会(以下「推進審議会」という。)に諮問しなければならない。
7　前項の規定により諮問をした実施機関は、不服申立人に対し、諮問をした旨を通知しなければならない。
8　推進審議会は、第6項の規定により諮問を受けたときは、これを審査し、その諮問を受けた日の翌日から起算して20日以内に、実施機関に対し、その審査の結果を答申しなければならない。
9　実施機関は、前項の答申を尊重し、その答申を受けた日の翌日から起算して14日以内に、不服申立てについて決定をし、その理由を付して不服申立人に通知しなければならない。
(署名の収集等)
第17条　前条第2項の規定による決定の結果、代表者が提案資格者であり、かつ、前条第1項第2号の内容が対象事項に該当するとされた代表者(以下「提案代表者」という。)は、同条第1項に規定する事項を記載した書面
の写しを付して、提案資格者に対し、規則で定める署名簿(以下「署名簿」という。)に署名し(視覚障害者が公職選挙法施行令(昭和25年政令第89号)別表第1に定める点字で自己の氏名を記載することを含む。以下同
じ。)、印を押すことを求めなければならない。
2　提案代表者は、提案資格者に委任して、前項の規定により署名し、印を押すことを求めることができる。
3　宗像市の区域内で衆議院議員、参議院議員又は福岡県若しくは宗像市の議会の議員若しくは長の選挙が行われることとなるときは、規則で定める期間、市民政策提案手続のための署名を求めることができない。
4　提案代表者は、署名簿に署名し、印を押した者の数が500人以上の数となったときは、署名簿を選挙管理委員会に提出しなければならない。この場合において、選挙管理委員会は署名簿の提出があった日の翌日から起
算して20日以内に審査を行い、署名の効力を決定しなければならない。
5　選挙管理委員会は、前項の審査を終えたときは、当該審査を終えた日の翌日から起算して7日間、署名簿を閲覧に供さなければならない。
6　選挙管理委員会は、署名簿の閲覧の期間及び場所を告示しなければならない。
7　署名簿の署名について直接利害関係を有する者で、署名簿の署名について不服があるものは、前項の規定による閲覧期間内に、不服申立てをすることができる。
8　選挙管理委員会は、前項の規定による不服申立てがあったときは、不服申立てがあった日の翌日から起算して14日以内に、不服申立てについて決定をし、その理由を付して不服申立人に通知しなければならない。
9　選挙管理委員会は、第5項の規定による閲覧期間内に不服申立てがなかったとき、又は前項の規定によるすべての不服申立てについての決定をしたときは、その旨及び有効署名の総数を告示し、及び実施機関に通知す
るとともに、署名簿を提案代表者に返付する。
(提案された政策の検討)
第18条　提案代表者は、提案した政策の目的、内容等について説明し、市民の間において検討、議論等をするため、実施機関に対し市民政策提案市民検討会(以下「市民検討会」という。)の開催を求めることができる。
2　実施機関は、市民検討会の開催の請求があったときは、より多くの市民が市民検討会に参加し、市民の間において提案された政策の検討、議論等が深まるよう必要な措置を講ずる。
3　実施機関は、提案代表者が市民検討会の開催を求めないときは、提案された政策について意見を求めるため、推進審議会に諮問しなければならない。
4　推進審議会は、前項に規定する諮問を受けた日の翌日から起算して50日以内に意見を答申しなければならない。
(提案された政策の決定)
第19条　実施機関は、提案された政策について、提案代表者の意見、市民検討会における検討、議論等(推進審議会を開催した場合にあっては、推進審議会の意見)その他様々な市民の意見を総合的に判断し、提案された
政策を実施するかどうかを決定する。
2　実施機関は、前項の規定による結果を提案代表者に通知するとともに、告示し、及び公表する。この場合において、実施しないことを決定したときは、理由を付さなければならない。
3　第1項の規定による決定は、第16条第4項の規定による告示をした日の翌日から起算して原則として6月以内に行わなければならない。
(市民政策提案手続の適正運用)
第20条　市民政策提案手続が適正に運用され、市民参画がより実効性あるようにするため、市民政策提案手続の内容が次の各号に掲げる事項に該当するときは、当該各号に規定する日の翌日から起算して3年間これを行
うことができない。
(1)　既に市民政策提案手続により提案された政策の内容と同じ内容と認められるもの(異なる提案代表者が提案したときも同様とする。)　前条第2項の規定により提案代表者に対し通知した日
(2)　既に議会において否決されているもの　当該事件に係る議決をした日
(3)　地方自治法第119条の規定により会期中に議決に至らなかったもの　当該事件が議決に至らなかった会期の最終日
(資料等の提供)
第21条　実施機関は、市民政策提案手続を行おうとする者に対し、市民政策提案手続を行うに当たり必要と認められる資料、情報等を積極的に提供する。

http://new.city.munakata.fukuoka.jp/php/reiki_view2.php?s=0&wcol=1&words=%8Es%96%AF%8EQ%89%E6%81A%8B%A6%93%AD%8By%82%D1%83R%83%7E%83%85%83j%83e%83B%8A%88%93%AE%82%CC%90%84%90i&f=r0100675001.html#j3
http://new.city.munakata.fukuoka.jp/php/reiki_view2.php?s=0&wcol=1&words=%8Es%96%AF%8EQ%89%E6%81A%8B%A6%93%AD%8By%82%D1%83R%83%7E%83%85%83j%83e%83B%8A%88%93%AE%82%CC%90%84%90i&f=r0100675001.html#j3
http://new.city.munakata.fukuoka.jp/php/reiki_view2.php?s=0&wcol=1&words=%8Es%96%AF%8EQ%89%E6%81A%8B%A6%93%AD%8By%82%D1%83R%83%7E%83%85%83j%83e%83B%8A%88%93%AE%82%CC%90%84%90i&f=r0100675001.html#j25_k1
http://new.city.munakata.fukuoka.jp/php/reiki_view2.php?s=0&wcol=1&words=%8Es%96%AF%8EQ%89%E6%81A%8B%A6%93%AD%8By%82%D1%83R%83%7E%83%85%83j%83e%83B%8A%88%93%AE%82%CC%90%84%90i&f=r0100675001.html#j25_k1
http://new.city.munakata.fukuoka.jp/php/reiki_view2.php?s=0&wcol=1&words=%8Es%96%AF%8EQ%89%E6%81A%8B%A6%93%AD%8By%82%D1%83R%83%7E%83%85%83j%83e%83B%8A%88%93%AE%82%CC%90%84%90i&f=r0100675001.html#j45
http://new.city.munakata.fukuoka.jp/php/reiki_view2.php?s=0&wcol=1&words=%8Es%96%AF%8EQ%89%E6%81A%8B%A6%93%AD%8By%82%D1%83R%83%7E%83%85%83j%83e%83B%8A%88%93%AE%82%CC%90%84%90i&f=r0100675001.html#j45
http://new.city.munakata.fukuoka.jp/php/reiki_view2.php?s=0&wcol=1&words=%8Es%96%AF%8EQ%89%E6%81A%8B%A6%93%AD%8By%82%D1%83R%83%7E%83%85%83j%83e%83B%8A%88%93%AE%82%CC%90%84%90i&f=r0100675001.html#j16_k4
http://new.city.munakata.fukuoka.jp/php/reiki_view2.php?s=0&wcol=1&words=%8Es%96%AF%8EQ%89%E6%81A%8B%A6%93%AD%8By%82%D1%83R%83%7E%83%85%83j%83e%83B%8A%88%93%AE%82%CC%90%84%90i&f=r0100675001.html#j16_k4
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資料３ 

市民参加提案制度フローチャート(素案) 

 

  提 案   (提案者：在住・在勤・在学の個人) 

 

・提案申請書の提出 

      ・30 人以上の署名名簿を添付 

 

 

   窓 口   (受付：市民協働課) 

 

・書類のチェック 

・担当部署との調整 

・ 狛江市市民参加と市民協働に関する審議会に諮問(提案受付

から４週間以内) 

 

 

  審議会   (狛江市市民参加と市民協働に関する審議会委員) 

     

・審議 (条例第５条第 1 項の市民参加の対象の要件に適合して

いるか) 

      ・審議結果を市長へ答申 

 

 審議結果公表  (担当部署：提案者・広報・ホームページ) 

 

      ・審議会終了後４週間以内に結果を提案者に回答 

      ・提案者に回答後公表 

 

 

 参加手続き  (担当部署) 

      ・採用 ⇒参加の手続き  
      ・不採用  














































